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眼球運動のオペラント条件づけ

－見本合わせ課題における観察反応の実験的分析一

OperantConditioningofEyeMovement

-AnExperimentalAnalysisofObservingResponses

inaMatching-to-SampleTask-

藤田勉

Ｔｓ"/”〃ｎ〃α

佐藤方哉

MJS(ZｙａＳａｍ

Withmacrosaccadiceyemovementsasobservingresponses，ｔｈｉｒｔｅｅｎｈｕｍａｎｓｗｅｒｅｉｎｖｅｓ‐

tigatedinmatchmg-to-sampletask、

Comparisonstimuliwerepresentedｉｎｓｉｘｐｏｓｉｔｉｏｎｓａｒｏｕｎｄｔｈｅｓａｍｐｌｅｓtimulus，andthe

distributionofcorrectstimulus（i､e､,identicaltosamplestimulus）wassystematicallyvaried

illpositions

Subjects，lirstnxationpointstendedtobeonthetargetposition，inwhichcorrectstimuli

werepreseｎｔｅｄｍｏｒｅｆｒｅｑｕｅｎｔｌｙｔｈａｎｔｈｅｏｔｈｅｒlivepositions・ｌｔｗａｓｓｕｇｇｅｓｔｅｄｔｈａｔｔｈｅ

ｄｅｔｅｃｔｉｏｎｏｆｍａｔｃｈｉｎｇｓｔｉｍｕｌｕｓｓｅｒｖｅｓａｓpositivereinforcer．

Wyckoff（1952）によって命名された観察反応（ob‐

servingresponse）は，これまで，様々な種において検

討され，最近では，条件性強化などの理論的研究の研究

方法として重要な意味を持つに至っている（Fantino，

1977；佐々木，1982)。

、､弁別刺激を見つけ出し，またはり]瞭にするオペラン

ト行動の総称＃'(佐藤，1978）と定義されるこの観察反応

は非常に多くの行動を含み，従来の研究でも，Ilolland

(1957,1958〃Azrin（1958）らの実験に代表されるボタ

ン押し反応やWyckoff（1969）のペダルふ承反応など，

被験体の種，又は実験課題によって様々な反応型（to‐

pograplly）が用いられている。しかし，これらの実験で

用いられた観察反応は，あくまでも実験的に定義された

観察反応であり，提示された弁別刺激の方向に頭部を向

け(headorientation)，眼球を動かし(eyemovemcnt)，

調節をする（accommodation）といった，通常何かを観

察する際に伴う反応を扱ったものではない。-換言すれ

ば，前記のボタン押し，ペダルふみは，弁別刺激を観察

可能にする反応であり，観察可能となった弁別刺激を被

験体が観察しているか否かは厳密には不明確になってい

ると思われる。

これに対し，より直接的に観察反応を扱った研究

(Berger，１９６８；Schroederandllolland，１９６８(a)(b)；

Schroederandllolland，１９６９；Schroeder，１９７０；

Rosenberger，1973）では観察反応として，主に被験体

の眼球運動を用い，ＦＲ(Berger，1968iSchroederand

IIolland，1968(1)))，Ｆ１(SchroedcrandlIolland，１９６８

(1))；Roscnberger，1973),ＶＲ(Rosenberger，1973)，ＶＩ

(SchroederandHolland，1969)，DRL(Berger，1968；

Schroederandllolland,1968(1))；Rosenberger,1973）

の各強化スケジュールの下でのスケジュールコントロー

ルが確立されている。又,これらの研究のうち，Schroe‐

der（1970）は単純な断続試行（discrete-trial）での弁別

諜魍において，被験体（ヒト）の眼球運動が，選択する

ことを強化（この時の強化子は緑の光）された刺激に対

し，より高頻度に停留(hxate)するという結果を導いて

いる。

本,愉文では，このSchroedcr（1970）の実験事態をよ

り複雑にし，単純な弁別課題ではなく，見本合わせ課題

(matching-to-sampletask：Skinner，1950；Ferster，

1960他）での眼球運動（ここで言う眼球運動とは，比較

的大きな飛越運動macrosaccadiceyemovementを

指す）を観察反応として用い，ヒトの眼球運動が実験的

な操作により変容し得るかどうかを考察する。



社会学研究科紀要 第２３号１９８３

オテープに記録される。

刺激は，スライドプロジェクター（キャノン製）でリ

ヤスクリーンに提示される。スライドプロジェクターに

は電子シャッター（オムロン製）が取り付けられてお

り，実験者の手元のスイッチでシャッターが開き（刺激

が提示され)，被験者の反応ボタンでシャッターが閉じ

るようにコントローラー（ユニテック製）で制御されて

いる。

刺激ＭＩＩ激は全て，スライドプロジェクターによ

り，リヤスクリーソに投射されたものである。その際使

用されるスライドは，キャリプレーショソ用スライド・

ポジティブスライド・ネガティブスライドの３種である

(Fig.１参照)。キャリプレーショソ用スライドは，ア

イマークのキャリプレーショソに用いられると同時に，

被験者の言語報告（lli解位撒を知らせる）の際の位1畳番

号が記入されていて，実験開始前に，この位置番号を被

験者に記憶させるのに役立っている。ポジティブスライ

ドは，中央のパターソ（見本刺激）と同一のパターンが

周りの６つのパターン（比較刺激）の中にあるスライド

で，②，③，④，⑤，⑥，⑦の各位置に見本刺激と同一

のものがあるスライドが，各２種類ある。ネガティブス

ライドは比較刺激の中に見本刺激と同一のものがないス

ライドで，１２種類ある。

ポジティブスライドは，比較刺激中に見本刺激と同一

のパターンを含んでいる為，正解の検出が可能である。

観察反応が正解の検出によって強化されるという意味

で，ポジティブスライドは正の強化子を含むスライド，

それに対しネガティブスライドは正の強化子を含まない

スライドと言うことができる。

5０

ヒトの観察反応がどのような変数で維持されているか

という問題（Liebermall，1972；PeroneandBaron，

1980他）は，最初に述べた条件性強化の理論的論争の焦

点の一つとなっているところだが，本実験では，正解

(見本刺激と同一の比較刺激）の検出が２次性強化子と

して機能するという仮説（藤田，1981）のもとで行なわ

れたものであり，正解の位置にかたよりを持たせること

により，試行開始後の眼球運動の第一停留点が変容する

か否かを検討したものである。

方法

被験者慶応義塾大学学部学生13名（９名が男性，

４名が女性)。１３名中11名が裸眼で，２名がコンタクト

レンズを使用して実験を行なった。全員その状態で，実

験に支障のない程度の視力を有し，又，本実験以前にア

イマーク・レコーダ装着の経験はなかった。

装伍被験者の眼球運動の測定は，角膜反射式のナ

ヅク社製アイマーク・レコーダⅢ型が用いられた。この

装置は，眼鏡型になっていて，被験者に与える不快感が

少なく，装着してもある程度の頭部運動は臆1111であると

いう利点をもつが，頭部運動を極力おさえる為，被験者

の頭部はあごのせ台で支えた。アイマーク・レコーダで

得られた画像（刺激と注視点）はテレビカメラ（ソニー

製）でとらえられ，ビデオテープレコーダ（ソニー製）

に送られ記録される。又，実験中，正確に記録がなされ

ているかどうかを確認する必要上，記録されている画像

は，モニターテレピ（ソニー製）に写し出されている。

尚，被験者の言語反応及び実験後のインタビューもiI11i像

とともにマイクロフォン（コロンビア製）を通してビデ
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Fig.１実験で使用された刺激とその視角。

(日)キャリブレーショソ用スライド｡（b)ポジティブスライドの一例。この場合は④の位置に正解があ
る。（c）ネガティブスライドの一例。
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手続被験者にアイマーク・レコーダを装着し，キ

ャリプレーショソが完了した時点で実験が開始される．

実験は，使用されるスライドにより，次の５つのピリ

オドに分けられ，各被験者にはそのうちのいくつかのピ

リオドかが割り当てられた。

（a)ペースライソピリオド:この期間で使用されるスラ

イドは，ポジティブスライド６枚(正解位置は，,②,③，

④，⑤，⑥，⑦の位置にそれぞれ１枚ずつ)，ネガティ

ブスライド６枚の計12枚がランダムな順序で配列されて

いる組が６組である。即ち，この期間では，６つの比較

刺激の中での正解位置には何らかたよりがなく，各位置

で正解を検出し，強化されるlIij腱は均等である。

（b）ｌ：３条件づけピリオド；この期間では，ポジテ

ィブスライド８枚（正解位置は，②，③，⑤，⑥，⑦の

位置にそれぞれ１枚ずつ，④の位置に正解があるスライ

ドが３枚)，ネガティブスライド８枚の計１６枚のスライ

ドがランダムなl順序で配列されている組が３組使用され

る。即ち．この期間では，②)，③，⑤，⑥，⑦への注視

点の動きと④への注視点の動きは１：３の割合で強化ざ

れる゜

（c）１：４条件づけピリオド；この期間では，ポジテ

ィブスライド９枚（正解位置は，②，③，⑤，⑥，⑦の

位置にそれぞれ１枚ずつ，④の位置に正解があるスライ

ドが４枚)，ネガティブスライド９枚の計１８枚のスライ

ドがランダムな順序で配列されている組が２組使用され

る。即ち，この期間では，１：３条件づけピリオＦと同

様，強化される頻度にかたよりがあり，②，③,⑤,⑥，

⑦への注視点の動きと④への動きは，１：４の割合で強

化される。

（｡）１：５条件づげピリオド；この期間では，ポジテ

ィブスライド10枚（正解位憤は④以外の位置に各１枚ず

つ，④の位置に正解があるスライドが５枚)，ネガティ

ブスライド10枚の計20枚のスライドがランダムな順序で

配列されている組が２組使用される。強化される頻度の

割合は帷５。

（e）０：１条件づけピリオド；この期間では，ポジテ

ィブスライド１枚（正解位Hfは④)，ネガティブスライ

ド６枚の計７枚のスライドがランダムな順序で配列され

Tableｌ被験者別実験条件の一覧表。表中Ｂ,Ｌ､’１：３，１：４，１：５，０：１は，それぞれベースライン，

１：３条件づけ，１：４条件づけ，１：５条件づけ，０：１条件づけの各ピリオドを示す。

被験者ＨＩＲとＩＮＡには、フヱイズが変わる時に，「これから第２（又は第３）フェイズに入り

ます」という教示を与えた。これは，他の11名の被験者の条件がフェイズの変化が明確に教示され

ない，いわば混合スケジュールであるのに対し，混成スケジュールに当たるものと考えられる。

二B:~２２雪'１ 術 考２ ５３ ４

｢可

Ｌ｡

。
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iMPFLL二hh斗ﾆﾋﾞ phaselとｐｈａｓｅ２，３，４，５は別な日Ｏ：１ｌＢ．Ｌ、

i菫＃二Fカニ可i;十三二
ＹＯＵ｜Ｂ、Ｌ、１０：１ｌＢ．Ｌ、

ｍｕｌｔ．
￣

ｍｕｌｔ．器f＋:÷t＋岩＋且と
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ている組が６組使用される。この期間での正解位lliiは④

だけであり，④の位置への注視点の移動だけが，正解の

検出により強化される。

以上の５つのピリオドのうち，いくつかのピリオドが

各被験者の第一フェイズ，第二フェイズ……として割り

当てられた。被験者別の条件をＴａｂｌｅｌに示す。

各ピリオドにおけるスライドは，実験者の“ready"，

“ｎｏｗ”の合図で１枚ずつ提示される（この際，実験者

はスライドプロジェクターに取り付けられた電子シャッ

ターを手元のスイッチにより開放にする)。

被験者の課題は，実験者の“ready”の合図でだいた

い①の位脳を見，“ｎｏｗ'，の合図で刺激が提示される

と，まず①の位置にあるパターン（見本刺激）を見て，

周囲の６つのパターン（比較刺激）の中から同一のバク

第２３号１９８３

-ソ（正解）をなるべく迅速に見つけ出すことである。

見つけた時点で，手元の反応ボタンを押し何番の位置

に正解があったかを言語報告する（なかった場合は，

帆なしγと報告する)。

実験中，実験者はモニターテレピを着祝し続け，アイ

マークが正確に記録されていることを確認しなければな

らない。アイマークがllI1iiniからずれた場合，その都度キ

ャリプレーションが行なわれた。

又，実験後，被験者の意識性（awareness）を査定す

る意味で，いくつかの質問がなされた。

結果

のべ試行数3,742試行中143の誤反応（正解位置と言

語報併間の不一致）が認められたが(誤反応率約3.8％)，

(ToH）
ＢＬ．

(SAI）
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Fig､２被験者別帆④反応〃の累積記録。図中ＢＬ・’１：３，１：４，１：５，０：１は，それぞれ，ベース

ライン、１８９条件づけ，１：４条'１:づけ，１：５条件づけ，Ｏ：１条(''二づけの杵ピリオドを表わす。
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それら誤反応を除く反応がデータとして用いられた。ＫＵＳＩＮＯ，SUG，KIK，YOU，HIR，INA）のい④反

Fig.２～Fig.４に各被験者の､、試行開始後，最初に④応〃を見ると，１１名中１名(SUG）のみで反応数が高

の位置へ注視点が移動する反応〃（以下$、④反応″とす<，残り１０名の被験者は，特に④の位置に対する選好

る）を累積記録の形で示す。この図では，横軸に試行，（preference）は見られない。Table２．Table３による

縦軸に累積反応数をとり，被験者が試行開始後，④の位と，これら10名の被験者のこのピリオドにおける第一停

置にある比較刺激との見本合わせを最初に行なった頻腱ｆＷ点は，１０名中８名が②の位置（SAIは⑦，ＩＥＫは⑤）

が表わされている。図中の縦の点線は，フェイズが変わで最も多く，これらの被験者が②の位置に対して選好が

った試行を，又，Ｂ､Ｌ・’１８３，１：４，１：５，０：１はそれあることが分る。；

それ，ベースライン，１：３条件づけ，１：４条件づけ，４つの条件づけピリオドのいずれかを経験した後，こ
・Ｉ卜

１：５条件づ１，ﾅ，０：１条件づけの各ピリオドを表わす。のピリオドを経験した被験者（SAI，ＩＥＫ，ＳＵＺ，KOB，

Table２～Table3に各被験者の試行開始後の第一停ＫＵＳ,INO,ＳＵＧＨＡＮ,ＹＯＵ,HIR）の､④反応〃を

留点が②～⑦のうちのどの位置であったかをピリオド別見ると，１０名中８名の被験者（SAI，ＩＥＫＳＵＺ，KOB，

に示す。（）内は，そのピリオド内での相対頻度で，KUS,INO,YOU,:HIR）のい④反応"の頻度は，前フ

試行開始後の第一停留点の位置別頻度/そのピリオドでエイズとさほど変わらず，残り２名の被験者は前プェイ

の総試行数，で算出されたものである。ズの頻度よりも減少傾向を示している。

又，Table4に実験後行なわれたインタビューの主な１：３条件づけピリオドこのピリオドは４名の被験

内容とそれに対する答えを示す．者(SAI,ＩＥＫ,SUZ,KUS)が経験したが，、八④反応''の

ベースラインピリオド実験開始後，第一フェイズで墹加は，４名ともほとんど見られなかった（Ｔａｂｌｅ２の

このピリオドを経験した被験者(ＴＯＨ,ＳＡＬＩＥＫ,ＫＯＢ，位1冊別相対頻度参照)。４名中３名のこのピリオドでの
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Fig､３被験者別い④反応''の累積記録。図中ＢＬ､１１：３，１：４，１：５，０：１は，それぞれ，ベース
ライン，１：３条件づけ，］：４条件づけ，１：５条件づけ，Ｏ：１条件づけの各ピリオドを表わす。
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Fig､４被験者別い④反応〃の累積記録。図中Ｂ`Ｌ､,ｌ：３，１：４，１：５；０：１は，それぞれ，ベ
ースライン、ｌ：３条件づけ，１：４条件づけ，Ｉ：５条件づけ，０：１条件づけの各ピリオド
を表わす。＿

第一停留位置は，②の位置で高い相対頻度（SAIは

0.785,ＳＵＺは0.962,ＫＵＳは0.611）を示してい

る。

１：４条件づけピリオドこのピリオlFを経験した被

験者は，フェイズの変化が教示されない被験者（SUZ

KOB,KUS）とフニイズの変化が教示された被験者

(HⅢ,INA)の２群に分けられる。前者３名のⅢ④反応〃

は３名中１名（KUS）で増加が見られたが，他の２人で

は見られなかった。しかし，ＫＯＢの第一停留位置を見

ると，前のフェイズのペースヲインピリオドで見られた

②の位置に対する高い選好は，このピリオドでは弱ま

り（0.894→0.587)，④により近い③の位置での第一停

留点の相対頻度が高まっている（0.085→0.327)。従っ

て，Ⅶ④反応″の方向への変容の傾向が認められる。こ

の傾向はＳＵＺにおいても若干見られる。

フェイズの変化が教示された２名の被験者のうちIIIR

のい④反応〃はこのピリオドに入り急激に増加し，第３

フェイズで再びベースラインピリオドに戻した後も、④

反応″が維持されている。ＩＮＡについては，、ﾊ④反応〃

の墹加はＨＩＲほど急激ではないが，帆④反応''の方向

への変容がＫＯＢと同様に認められる。Ｊ

１：５条件づけピリオド２名の被験者（INqSUG）

がこのピリオドを経験したが>《いずれも帆④反応〃の増

加が見られた。ＩＮＯの場合〕前フェイズのベースライ

ンピリオドでの試行中，約６割の試行で②の位置にある
゛',二'

比較ｌｉｌＩ激を最初に凝視していたのが，このピリオドに入
｡｡B･

り，約７割の試行で，④又I土⑤の位置にある比較刺激

を最初に凝視するようになった。この傾向は，次のフェ

イズ（ベースラインピリオド）でも維持され，観察反応

の大幅な変容が認められる。ＳＵＧについては，前フェ

イズのベースラインピリオドでもＭ④反応〃の生起頻度

は比較的高かったが（0.264)，このピリオ1Fではさらに
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眼球運動のオペラソト条件づけ５７

増力Ⅱし，５割の試行で職④反応〃が見られた。又，このえからも分るように，条件づけピリオドを経験した被験

被験者の場合，次のフェイズで再びベースライソピリオ者のほとんどが，正解位悩のかたよりに気がついてい

ドに戻した時い④反応〃は減少し，HIR,ＩＮＯのようなた。しかし，、、最も高頻度に正解が布置されている位置

､八④反応〃の持続は見られなかった。を最初に見る'′という方略はとらずに，試行ごとに見る

Ｏ：１条件づけピリオド４名の被験者（ＫＵＳ，ＫＩＫ，順番を変え，一定の見方をしていたのではない，もし<

HAN,YOU）のうち，、八④反応〃が高頻度で生起したのは，番号順に②，③，……，⑦というl1Ifi番で見ていたと

はＨＡＮの糸。ＩＩＡＮの場合，このピリオドl＃l始後数試報告している(質|H]２)。又，この質問をした際，被験者

行で，第一停留点は④の位置だけとなった。第二フェイの大部分は，見る順番はほとんど気にしないで，と仁か

ズでペースライソピリオドになり，正解位置が均等に分〈，速く正確に答えを言うように心掛けていたと報告し

散されるようになるとい④反応〃の相対頻度は減少したた。

(0.857→0.437)。他の３人はい④反応''の方向への変容質問３で，実験のロ的に対する意識性を査定したが，

は見られなかった。ほとんどの被験者が意誠性を持っていないことが分る。

実験後インタビューＴａｂｌｅ４中の質問１に対する答

Table４実験後インタビューにおける主な質問内容とそれに対する答え

\〒I｢よイバ｡

弓の順番では傷

弊の(立盾 雷刀斗と、

Ｄ実験。
〃』α〕そ

次(に④

DllIp葎

応．番号I11ii

ＯＢ｜闇辮
④ ナシが続く時と，正解がよく出）

時の反応時間の差を調ぺる実験。

眼球運動の実験，又
灘の望鴎Ｃｌ臓澱EWI

軽の出方iこ2Ｆ

DREａ

ＤＵｌ④

Ｒｌ④⑤が見易

ＴＯＩＩ
縦方向（②，⑤）が見易かった。
番号の順番では見なかった。

決めていなかった。 分らない。

ＳＡＩ
正解の位置にかたよりがある。
(②が最も多かった。次に④）

決めていたわけではないが，’2〉
が多かったので自然に②から兇
ていたと思う。

見る11個番がどのように変わるかに
ついての実験。

ＩＥＫ
ナシ（ネガティブスライド）が多
かった。⑤が段も多かった。②が
最も少ない。

決めていたわけではないが⑤⑥
⑦の11頂番で見ていたことが多か
つた゜

分らない。

ＳＵＺ 正解は②が少なく，④⑥が多かつ
た｡

大体，番号順に見ていた。 よく分らない。

ＫＯＢ ④が最も多かった
⑥が最も少ない。

｡

大体，②から見ていた。 分らない。

ＫＵＳ
④が多かったような気がする。
ナシが多かった。

決めていない。
ナシが続く時と，正解がよく出る
時の反応時間の差を調ぺる実験。

ＩＮＯ
作業が面白かった。
④が多かったような気がする。

決めていない。
眼球運動の実験，又はパターン認
識の実験。

ＳＵＧ ④が多かったような気がする。 決めていない。 分らない。

ＫＩＫ 正解の出方にある法則がある。 番号順に見ていた。
いかに速く正解を見つけるかにつ
いての実験。

ＨＡＮ 方向をもたせて（時計回りなど）
正解をさがした方が見易い。

はっきり決めていないが，番号
lllFiではないと思う。

ランダム・サーチの実験。

ＹＯＵ ④が多かった。
番号順に見ていたつもりだが目
信はない。

分らない。

ＨＩＲ ④⑤が見易い。
番号順に見ていたと思うが自信
はない。

よく分らない。

ＩＮＡ ④が多いような気がする。 はっきり決めていない。 よく分らない。

EIsfTilli 質問ｌ：実験を通して何か気がついたことはありますか？
質Ⅱ１１２：見るI11ii番は決めていま

したか？
質ｌＩＵ３：何についての実験だと恩

いますか？
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Ｔａｂｌｅ５④の位置に正解が有る場合と無い場合の

い④反応〃の相対頻度。条件づけピリオドは，

ＫＵＳ(１：４)，ＩＮＯ(ｌ：５)，ＳＵＧ(１：５)，ＨＩＲ

Ｕ：４）を指す。

5８

考察

実験の結果より，条件づけピリオドを経験した被験者

12名のうち，半数の６名(ＫＵＳＩＮＯ,SUG,ＩＩＡＮ,HIR，

INA）の被験者のい④反応〃の頻度に変化が見られた。

ピリオド別に見ると，１：３条件づけピリオドを経験

した被験者は全員，帆④反応〃に変化がなく，逆に,１：５

条件づけピリオドを経験した被験者は２人とも帆④反

応〃の増加を示した。又，その中間の１：４条件づけピ

リオリを経験した被験者のうち，フェイズの変化が教示

された被験者２名と，フェイズの変化が教示されない被

験者３名中１名の帆④反応〃が増加した。０：１条件づ

けピリオドでは，４名中１名の被験者の、④反応″が増

加し，他の３名では変化がなかった。又，い④反lin''の

変化は見られなくても，い④反応〃の方向への変容は，

ＳＵＺＫＯＢの１：４条件づけピリオドで見られた。

これらの結果より，見本合わせ課題における被験者の

観察反応は，正解位置にある程度のかたよりを持たせる

ことにより変容可能であることが分った。本実験では，

正解位置のかたよりを，１：３，１：４，１：５，０：ｌと変

化させ，それら各条件の下での観察反応の変容の樫度を

検討したが，観察反応を変容させるのに充分なかたより

は，１：５の時であった。正解位置のかたよりがｌ：４の

時には，被験者により変容の程度は異なったが，Ⅲﾊ④反

応''の方向への変容の傾向をも加えると，全員の観察反

応が変化した。又，フェイズの変化を明確に教示するこ

とが，条件づけを促進するという傾向もあわせて確認さ

れた。Ｏ：１条件づげピリオドでは，他の３つの条件づ

けピリオドとは，質的に異なったかたよりを持ち，正解

がある場合は常に④の位置というものであるが，このピ

リオドでは４名中１名のⅦ④反応〃が高頻度で生起した

だけであ１％このような場面では，必ずしも④の位置か

ら凝視するわけではないということが分った、

なお，本実験で見られた眼球運動の変容が，正解位置

を周辺視で知覚した後の確認反応であり，実験事態が必

然的に生糸出すアーティファクト（artifact)ではないか

という疑問は当を得ていないことが，より詳細な分析

で，正解の有無にかかわらず小④反応〃の増加が認め

られたことから明らかである。眼球運動の変容が顕著で

あった被験者の，ベースラインピリオド・条件づけピリ

オドにおけるい④反応''の相対頻度を，実際に④の位置

に正解が有る場合と無い場合とに分け表にしたものを

Ｔａｂｌｅ５に示す。

これにより，本実験で認められた眼球運動の変容が，

④の位置に正解無④の位置に正解有
period

Sub．

ベース

ライン

ピリオド

ベース
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ピリオド

条件づけ
ピリオド

条件づけ
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Ｉ
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正解の検出が正の強化子として機能するオペラソト条件

づけによるものであると結論できよう。

結語

本研究でオペラント条件づけを試ゑた観察反応は，い

わゆる、川注意を向ける行動(attendingbehaviory′と承

ることができるｎ本研究が準拠している行動分析（be‐

havioranalysis）の枠組では，、､注意を向ける行動〃に

関連した行動として゛知覚する行動(perceivingbehav・

ior)があるが，両者，およびそれらと，環境に直接働き

かける通常のオベラント行動との関連が必ずしも明白で

はない（Skinner,1953)。一方，行動分析と同様に，行

動の科学としての心理学の自然科学的アプローチである

行際心理学(interbehaviora1psychology)(佐藤，1980）

では，

lIlj激←→行際媒体一注意をI(']ける行為一知覚する行為一終結的行期

というパラダイムが考えられている(KantorandSmith，

1975)。

行動分析の枠組ではい注意〃の名のもとで一連の研究

が行なわれているが，その多くは，刺激の選択性，また

は刺激性制御の観点からなされたものであり（杉山・渡

辺，1982)，また，行際心理学については，上記のパラ

ダイムが考えられているのみで，実証的研究はほとんど

なされていない。従来の行動分析における実証的研究を

行際心理学のパラダイムと統合し，組織的研究を積み重

ねていくことが今後望まれよう。
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